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弊事業団といたしましては、被災者の皆さまへ出来る限りの

皆さまのご健康と一日も早い復興を心よりお祈りいたします。

お見舞い申しあげます。

支援を行ってまいります。

このたびの東日本大震災により被災された皆さまに謹んで
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平成２２年度事業概況

Ⅰ　全般的概況

　平成２２年度は、明治安田生命グループの社会貢献活動の一翼を担い、広く一般の健康

増進に寄与するため、以下の活動を展開した。

　体力医学研究事業では、「社会に開かれた研究活動」を基本に「運動を活用した心身の

健康増進に関する研究」をコアスタディとして各研究課題を推進した。基礎研究では、

運動が脳機能ならびに睡眠に及ぼす影響について検討した。実践研究では、ライフス

テージに応じた運動の有効性について検討を行った。これらの研究活動により、年間を

通しての学会発表、論文、報告書数は５１題を数えた。

　健診事業では、受診者および健康保険組合のニーズに応えるために人間ドック以外の

健診コースを幅広く充実させたほか、前年度に引き続き女性受診日を１１日増加させゆと

りある健診態勢を目指した。さらにマンモグラフィ・超音波装置のデジタル化を推進し、

画像診断のデジタル化がほぼ完了した。

　しかし、健診受診者数は年度後半から伸び悩み、３月の東日本大震災による３日間の

休業等の影響も加わり、前年度を４０２人下回る１４，８６４人となった。

　ウェルネス事業では、「社会に貢献できる健康づくりコンサルタント活動」に努め、特

に生活習慣病の予防・改善を目的とした健康づくりプログラムを実施した。弊健診セン

ターの健診受診者を対象として前年度開設した「健康支援室」では、支援内容を見直し、

対象者を特定保健指導非該当の高血糖者を優先したプライマリ健康づくり支援を開始し

た。さらに、運動の血管への影響を評価する新指標として開発している「血管フィット

ネス」について基礎的検討を行なった。

　これらの活動数は総計４２１回、参加者総数は２，３３５人を数えた。

　研究助成事業では、第２７回健康医科学研究助成を実施し、１４９件の応募の中から１５件に

対して助成金を贈呈した。また、第２６回健康医科学研究助成論文集を刊行し、優秀賞１件

を選定した。
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Ⅱ　事業別概況

〔体力医学研究事業〕

１．コアスタディ「運動を活用した心身の健康増進に関する研究」

ア．運動が脳機能および精神疾患に及ぼす影響

・運動が脳機能に及ぼす影響

・精神疾患患者へのスポーツ・レクリエーションの介入効果

イ．低強度運動が生理応答に及ぼす影響

・睡眠改善のための低強度運動が深部体温およびストレス反応に及ぼす影響

ウ．抑うつに及ぼす職業性ストレス・運動の影響

・勤労者における職業性ストレス、余暇身体活動、抑うつの相互関係の検討

エ．親子運動あそびプログラムの効果検証

・こどもの心身の健康増進を狙いとした親子運動あそびプログラムの介入効果

オ．運動・スポーツ活動がストレス・メンタルヘルスに及ぼす影響

・青年期の運動部・スポーツクラブ活動とストレス反応・メンタルヘルスとの関係

２．研究室別研究

ア．運動生理学研究室

・姿勢制御機構に関する研究

・家族機能に関する研究

イ．運動生化学研究室

・脳機能評価法の検討

・唾液によるストレス評価法の検討

ウ．運動疫学研究室

・住民ボランティア活動の有効性の検討

３．外部機関との共同研究

ア．科学研究費補助金研究

・高齢者の軽症うつ病に対する運動の効果

・高齢者の身体活動や外出に関わる環境要因の検討
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４．学会・研究会活動

ア．研究発表

・コアスタディ：１９題

・研究室別研究：１９題

・健診、フィットネス研究：２題

（１）　国内学会（合計３４題）

・日本体力医学会：９題

・日本体育学会：１題

・日本公衆衛生学会：６題

・日本健康教育学会：３題

・日本産業衛生学会：１題

・日本疫学会：１題

・日本老年医学会：１題

・日本磁気共鳴医学会：３題

・日本精神障害者リハビリテーション学会：１題

・日本保健科学学会：２題

・日本人間工学会：１題

・日本人間工学会関東支部大会：１題

・日本発育発達学会：１題

・日本総合健診医学会：１題

・産業保健研究会：１題

（２）　国際学会（合計６題）

・American　College　of　Sport　Medicine　５７　th　Annual　meeting：１題　（USA）

・２０１０　Asics　Conference　of　Science　and　Medicine　in　Sport：１題（Australia）

・The　３rd　International　Congress　on　Physical　Activity　and　Public　Health

：１題（Canada）

・The　１５th　Annual　Congress　of　the　European　College　of　Sport　Science

：１題　（Turkey）

・The　２０１１　International　conference　on　Sports，　Health，　Leisure　and　Recreation

：１題（Taiwan）

・The　２０th　International　Union　for　Health　Promotion　and　Education　World

Conference　on　Health　Promotion　－　Geneva　２０１０：１題　（Switzerland）

イ．論文・報告書などの出版

・コアスタディ：５題

・研究室別研究：６題

５．その他の活動

ア．体力研究１０８号の刊行

イ．第２６回健康医科学研究助成論文集「健康医科学」の刊行

ウ．体力医学研究所ホームページによる情報提供

・日本人間ドック学会：１題
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〔健診事業〕

１．男女別・年齢階級別受診者数

６０歳以上

５０～５９歳

４０～４９歳

３５～３９歳

３０～３４歳

２９歳以下

合　　計

受診者数（人）

１，８８０

１，８００

２，２４０

８４３

４５７

２９９

７，５１９

占率（％）

２５．０

２３．９

２９．８

１１．２

６．１

４．０

１００．０

受診者数（人）

１，５０８

１，８４４

２，２５１

８３５

５２４

３８３

７，３４５

占率（％）

２０．５

２５．１

３０．６

１１．４

７．１

５．２

１００．０

受診者数（人）

３，３８８

３，６４４

４，４９１

１，６７８

９８１

６８２

１４，８６４

占率（％）

２２．８

２４．５

３０．２

１１．３

６．６

４．６

１００．０

　　総受診者数１４，８６４人で前年度より４０２人減少（１）

　　男女別の占率は、男性５０．６　％、女性４９．４　％で、引き続き若干女性の占率が増加（２）

　　年齢階級別では３４歳以下の受診者数が１，６６３人（占率１１．２　％）と前年度より１．６　％増加（３）

２．その他受診者に関する事項

　　一般と団体との占率（１）

　　継続受診者率（２）

　　二次検査受診者数（３）

　　婦人科検査受診率（４）

　　乳房検査受診率（５）

１９２人減少

は５，６７７人で受診率は７７．３　％と、前年度より２．０％減少

３．検査結果

肝機能障害、耐糖能障害は、男女差があるものの「Ｃ」判定が多く、食事、運動を中心とし

た生活習慣の影響が示唆された。

（７．３％）、女性では食道・胃疾患（５．８％）であった。

継続受診者率は７８．４　％で、前年度より０．７　％増加。新規受診者は３，２０９人と前年度より

一般が８０４人（５．４　％）、団体が１４，０６０人（９４．６　％）で、従来同様団体中心の受診者構成

二次検査は、胃部内視鏡検査５４人、胸部Ｘ線検査２９人等で、合計２６１人

婦人科検査受診者数は５，２２８人で受診率は７１．２　％と、前年度より０．５　％減少

乳房専門医による視触診と画像診断（エコー、マンモグラフィ）により実施。受診者数

健診結果の検査対象疾患別判定の占率状況は、次の表に示したとおりである。

なお、「精密検査が必要」と判定された占率が最も高率に認められた疾患は男性では眼科

また、生活習慣病といわれる肥満、脂質異常症（高コレステロール血症、高中性脂肪血症）、
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検査対象疾患別判定占率一覧表
単位：％

女

女

男

女

男

男
女

女
男

男
女

女
男

女
男

検査方法疾 患 名

女

男

女

男
女
男

女
男

男
女

女
男

男

女
男
女

男
女

女
男

男
女

男

呼 吸 器 疾 患

高 血 圧

高コレステロール

高 中 性 脂 肪

心 電 図 異 常

食 道 ・ 胃 疾 患

高 尿 酸

十 二 指 腸 疾 患

糖尿病（耐糖能障害）

眼 科

肛 門 ・ 大 腸 疾 患

乳 房 疾 患

婦 人 科

前 立 腺 疾 患

身 体 測 定

胸 部 X 線

血 圧 測 定

血液生化学

血液生化学

血液生化学

心 電 図

腹部超音波

胃 部 X 線
胃部内視鏡

胃 部 X 線

腹部超音波

血液生化学

血液生化学

P S A 検 査

便潜血反応

眼底・眼圧

婦 人 科

EC
判　定　区　分性

別

胃癌

大腸癌

前立腺癌

その他の癌

肥 満（過 体 重）

D１ D２

尿 検 査
腎 ・ 尿 路 疾 患

肝機能障害（脂肪肝含）

胆石・胆のうポリープ

そ の 他 の 疾 患

触診・超音波
マンモグラフィ

D１ ２

肺癌

食道癌

５

５

１０
２

６

９

７

癌の発見数

６４．４
５４．３
２９．０
１８．７
１０．１
４．１
１２．６
１４．２
１９．８
４．８
１９．６
１．２
２１．１
９．９
２５．８
２６．４
１０．２
１４．９
２．７
１．２
２０．５
１３．９
５２．２
２２．８
１７．０
１３．３
２２．５
１６．０
０．０
０．５
０．０

１１．３

２．１
８．６
１０．３

０．０
０．０
０．０
０．０
０．３
０．１
１．５
１．４
２．２
０．６
３．７
０．４
０．１
０．０
０．０
０．０
０．３
０．１
０．１
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
３．６
１．０
０．１
０．０
０．０
０．０
０．０

１．８

０．０
０．０
０．０

０．０
０．０
２．１
２．５
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
３．３
１．３
４．７
３．９
５．８
５．０
０．４
０．１
０．５
０．５
１．２
０．６
２．０
１．３
７．３
４．７
６．５
３．７
１．７

０．４
０．９
１．９

０．０
０．０
０．７
０．３
４．５
１．３
０．８
１．１
２．６
１．０
２．１
０．０
０．７
０．１
０．４
０．２
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．６
０．２
４．６
１．２
３．３
２．７
０．０
０．０
０．０

０．８

０．０
０．２
０．７

１
５腎臓癌

膀胱癌

１

１胆のう癌

肝臓癌

（注）１．疾患別判定占率（％）は、総受診者数に対する割合。ただし、腹部エコー検査（受診率８８．７％）、

ぞれの受診者に対する割合

２．判定区分（平成１６年度より日本人間ドック学会に準拠）

Ｃ：生活習慣の改善ならびに経過観察が必要

：治療が必要　　D ：精密検査が必要

Ｅ：継続治療

３．その他の癌は甲状腺癌、膵臓癌など

ＰＳＡ検査（受診率４０．６％）、婦人科検査（受診率７１．２％）、および乳房検査（受診率７７．３％）はそれ

３．４

４乳癌
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〔ウェルネス事業〕

１．健康・体力づくり実践指導活動　　　　　　合計活動数　　４１０回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計参加人数１，８３１人

ア．健康度測定・相談

・「運動健診」　　　　　　　　開催数　　８４回：参加人数　１９１人

・「生活改善健診」　　　　　　開催数　　４回：参加人数　　５人

イ．健康づくり支援

・「健康支援室」　　　　　　　開催数　　８２回：参加人数　４１２人

・「生活チェック」　　　　　　開催数　　９０回：参加人数　２６６人

・「生活改善サポート」　　　　開催数　　３９回：参加人数　１９２人

・「個別相談」　　　　　　　　開催数　　１０回：参加人数　　１０人

ウ．特定保健指導　　　　　　　開催数　　１２回：参加人数　　１３人

エ．運動実践プログラム

・「ＭＹヘルスプログラム」　　開催数　　８３回：参加人数　７２０人

・「ヘルスアップＭＹレージ」　　　　　　　　　登録者数　　２８人

オ．　その他　　　　　　　　　　開催数　　６回：参加人数　　２２人

イ．企業、団体、機関などへの健康づくりに関する支援

開催数　　７回：参加人数　３４４人

３．総計　　　　　　　　　　　　　　　　　　総活動数　　　４２１回

２．健康づくりコンサルタント活動　　　　　　合計活動数　　　１１回

ア．行政への保健事業の支援

開催数　　４回：参加人数　１６０人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総参加人数　２，３３５人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計参加人数　５０４人
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〔研究助成事業〕

　第２７回健康医科学研究助成の公募を平成２２年６月から１０月にかけて実施した。大学および各

種研究機関などから１４９件の応募があり、各選考委員の審査、選考委員会での厳正な審査を経て

次表の１５件を選出した。

　助成金額は一律１００万円（総額１，５００万円）である。

　これまでの助成対象研究は４８２件、４億８，１５０万円に達した。また、前年度研究助成の成果を

第２６回健康医科学研究助成論文集として発行し、この中から優秀賞１件を選定した。

　なお、平成２３年３月１８日に予定されていた助成金贈呈式は、３月１１日に発生した東日本大震

災の影響を踏まえて中止とした。
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（以上１５件、一律１００万円を助成。なお、所属は応募当時のものを記載）

共同研究者数
氏 名
（

所 属
）

研 究 テ ー マ

第２７回（平成２２年度）健康医科学研究助成受贈者一覧
（五十音順・敬称略）

大林　賢史

（１人）

片山　敬章

（２人）

鎌田　真光

（２人）

紙上　敬太

（１人）

河野　　寛

（５人）

金　　孟奎

（３人）

黒坂　光寿

（３人）

坂本　愛子

（５人）

櫻井　拓也

（３人）

重松　良祐

（２人）

菅原　　順

（１人）

西島　　壮

（１人）

飛田　哲朗

（２人）

村木　重之

（３人）

森　　秀一

（４人）

奈良県立医科大学
住居医学講座

名古屋大学

早稲田大学
スポーツ科学学術院

順天堂大学
医学部

杏林大学
医学部

三重大学
教育学部

首都大学東京
人間健康科学研究科

東京大学医学部附属病院
臨床運動器医学講座

横断研究

低酸素環境における有酸素性運動が血管拡張能に及ぼす影響

身体活動の運動器疾患に対する１次予防効果に関する研究　

習慣的運動が子供の認知機能に与える影響　－健康脳の育て方－

食欲を制御させる運動様式の探索

運動耐容能を決定する新たな因子の探索　

遺伝子多型の探索

ついての検討

運動は肥満・糖尿病によるアルツハイマー病発症リスクを軽減するか

ナル・リサーチ

一過性運動に対する海馬細胞外プロテアーゼ動態の解明

ニア）の診断法の開発

高齢者における運動機能低下の危険因子および転倒との関連の解明

総合保健体育科学センター

身体教育医学研究所うんなん

University　of　Illinois　at　Urbana－Champaign

東京大学大学院医学系研究科

ヒューマンライフテクノロジー研究部門
独立行政法人産業技術総合研究所

国立長寿医療研究センター
整形外科

東京都健康長寿医療センター研究所

温熱・光住環境と血圧モーニングサージおよび夜間血圧変動に関する

－前向きコホート研究－

－心筋細胞内の脂質蓄積と動脈硬化度から－

日本人サルコペニアの筋肉量および筋力トレーニング効果を規定する

ウエスト周囲径・体重の減少は動脈硬化の進展を制御するかどうかに

効果が検証された運動プログラムを地域に普及させるトランスレーショ

閉経後女性の中心循環特性に対する有酸素性運動トレーニングの効果

高齢者の転倒・骨折予防を目的とした、加齢性筋肉減少症（サルコペ

運動トレーニングは老化のよる神経筋シナプスの変性を予防できるか
老年病研究チーム

医学部

東海大学体育学部
生涯スポーツ学科

Department　of　Kinesiology



－ －９

議 事

総評議員数および出席評議員数

会 議 の 目 的 事 項

Ⅲ　評議員会に関する事項

１．平成２２年６月１１日（金）午後５時００分、東京都千代田区丸の内２－３－１、三菱クラブに

おいて、平成２２年評議員会を開催。

第１号議案　理事・監事選任の件

第２号報告　理事長選任の件

第３号報告　評議員委嘱の件

第４号報告　平成２１年度事業報告および決算の件

第５号報告　平成２２年度経営計画および予算の件

第６号報告　体力医学研究の概要の件

　　　　　　―「運動とメンタルヘルス」の研究計画概要　―

　　　　　　（平成２１年度実施事項、平成２２年度計画）

第７号報告　研究員報告の件

　　　　　　「運動の精神的効用を探る　―　脳科学的・心理学的アプローチ　―」

（１）　総評議員数　　１１人

（２）　出席評議員数　１１人（うち委任状によるもの１人）

１．寄付行為第３１条の規定に従って、評議員互選により評議員柴田博氏を議長に選任し、議長

２．議長は、第１号議案「理事・監事選任の件」を上議し、以下の審議を求めたところ全員異

議なくこれを承認可決した。

（１）　再任者

＜理事＞佐藤安弘氏、蔵本博行氏、宮坂信之氏、加賀谷淳子氏、馬詰良樹氏、貴島政邑氏

（２）　辞任者

＜理事＞葉狩浩一氏

（３）　新任者

＜理事＞栗原敏氏、米田克巳氏

＜監事＞冨林和雄氏、永田誠氏

３．議長は、第２号報告「理事長選任の件」を上議し、米田克巳氏の理事長選任について、理

事会に上議されることを報告した。

４．議長は、第３号報告「評議員委嘱の件」を上議し、評議員委嘱について理事会に上議する

ことを報告した。

５．議長は、第４号報告「平成２１年度事業部門報告および決算の件」を上議し、当事業団の業

績は、順調に伸展して所期の成果をあげた旨報告し、併せて主要業績を列挙して報告した。

は寄付行為第３２条の規定に従い、評議員仲村英一氏および評議員浅見高明氏を議事録署名人

に指名し、両氏はこれを承諾した。



－ －１０

６．議長は、第５号報告「平成２２年度事業部門計画および予算の件」を上議し、平成２２年度の

事業計画および予算の概要について報告した。

７．議長は、第６号報告「体力医学研究の概要の件（「運動とメンタルヘルス」の研究計画概

を上議し、体力医学研究所研究員　泉水宏臣氏を指名し説明を求めた。

　以上をもって議事を終了したので、午後５時３０分、議長は閉会を宣言した。

要）」を上議し、体力医学研究所所長　永松俊哉氏を指名し説明を求めた。

８．最後に議長は、第７号報告「運動の精神的効用を探る　―　脳科学的・心理学的アプローチ　―」



－ －

議 事

総理事数および出席理事数

会 議 の 目 的 事 項

１１

Ⅳ　理事会に関する事項

１．平成２２年６月１１日（金）午後５時３０分、東京都千代田区丸の内２－３－１、三菱クラブに

おいて、平成２２年理事会を開催。

第１号議案　評議員委嘱の件

第２号議案　理事長選任の件

第３号議案　平成２１年度事業報告および決算の件

第４号議案　平成２２年度経営計画および予算の件

第５号議案　体力医学研究の概要の件

　　　　　　―「運動とメンタルヘルス」の研究計画概要　―

　　　　　　（平成２１年度実施事項、平成２２年度計画）

第６号報告　理事・監事選任の件

第７号報告　研究員報告の件

　　　　　　「運動の精神的効用を探る　―　脳科学的・心理学的アプローチ　―」

（１）　総理事数　　　　１２人

（２）　出席理事数　　　１２人（うち委任状によるもの４人）

１．開会に先立ち、理事高井邦美氏より、現在の総理事数１２人のうち、本日の出席理事数は１２

人であり、寄付行為第２２条並びに第２４条の規定によって本日の理事会は有効に成立した旨、

議場に報告した。

２．理事長葉狩浩一氏は、寄付行為第２１条の規定により、議長を務める旨を述べて開会を宣言

した後、寄付行為第２６号の規定に従って、理事貴島政邑氏および理事高井邦美氏を議事録署

名人に指名し、両氏はこれを受諾した。

３．議長は、第１号議案「評議員委嘱の件」を上議し、以下の審議をもとめたところ、全員異

議なくこれを承認可決した。

・再任者

仲村英一氏、浅見高明氏、柴田博氏、菅原弘子氏、下門顯太郎氏、上坊敏子氏、江橋博氏、

内田賢氏、三好裕司氏

４．議長は、第２号議案「理事長選任の件」を上議し、米田克巳氏の理事長選任について審議

をもとめたところ、全員異議なく承認可決した。

５．議長は、第３号議案「平成２１年度部門報告および決算承認の件」を上議し、まず平成２１年

度事業報告につき、各部門別に主要業績を列挙して報告するとともに、事業団全体を通じ、

順調に進展して所期の成果をあげることが出来た旨の説明を行った。

　次に、平成２１年度決算に関し、議長は、貸借対照表、正味財産増減計算書、事業費明細書

および財産目録等の各案を各理事に配布し、主要事項につき説明を行った。



－ －１２

　引きつづき監事冨林和雄氏は、これらの諸表を厳正に監査した結果、いずれも適法かつ正

確であることを認めた旨、前監事　内海郁夫氏より報告を受けたことを述べた。

　議長は各理事に審議を求めたところ、質疑応答の後、全員異議なく賛成し、原案どおり承

認可決した。

６．議長は、第４号議案「平成２２年度部門計画および予算決定の件」を上議し、平成２２年度の

事業計画の概要について説明を行った。質疑応答の後、全員異議なく承認された。

　次に、平成２２年度予算に関し、議長は、新年度開始以前に理事会を開催することができな

かったため、本年度４月以降経常収支のみ暫定予算を実施し、前年度予算に準じて収入・支

出した旨を述べて了承を求め、次いで予算案を配布して、収入、支出の部および収支差額等

主要事項を中心に説明を行い、審議を求めたところ、全員異議なく承認された。

８．議長は、第６号報告「理事・監事選任の件」を上議し、評議員会で議決された異動の内容

を次のとおり報告した。

（１）　再任者

＜理事＞佐藤安弘氏、蔵本博行氏、宮坂信之氏、加賀谷淳子氏、馬詰良樹氏、貴島政邑氏

（２）　辞任者

＜理事＞葉狩浩一氏

（３）　新任者

＜理事＞栗原敏氏、米田克巳氏

＜監事＞冨林和雄氏、永田誠氏

９．最後に議長は、第７号報告「研究員報告の件（運動の精神的効用を探る　―　脳科学的・心

　以上をもって議事を終了したので、午後６時、議長は閉会を宣言した。

７．議長は、第５議案「体力医学研究の概要の件（「運動とメンタルヘルス」の研究計画概要）」

理学的アプローチ　―）」を上議し、体力医学研究所研究員　泉水宏臣氏を指名し説明を求めた。

を上議し、体力医学研究所所長　永松俊哉氏を指名し説明を求めた。質疑応答を行い原案どお

り承認された。



－

Ⅴ　出版に関する事項

Ⅵ　寄付に関する事項

受領年月日 金 額（円）

号数（タイトル）

研究助成論文集
１，３００部健 康 医 科 学

刊 行 物 名 刊 行 月 部 数

－

１，０００部体 力 研 究

平成２２年度刊行物一覧

No．１０８

第２６回健康医科学

平成２２年４月

平成２３年３月

平成２２年度は、明治安田生命保険相互会社から下記のとおり寄付をいただいた。

平成２２年５月２６日

平成２２年９月１５日

平成２３年１月１４日

１００，０００，０００

１００，０００，０００

７６，０００，０００

１３



－ －

Ⅰ　貸借対照表

Ⅱ　正味財産増減計算書

（事業費明細書）

Ⅲ　財産目録

１４



－－

科　　　　　　　目 合　計　額 一般事業会計 特別事業会計

（単位：円）

その他の資産合計

無形固定資産合計

（うち基本財産への充当額）

平成２３年３月３１日現在

Ⅰ　資 産 の 部
　１．　流 動 資 産

　２．　固 定 資 産

　１．　流 動 負 債

　２．　固 定 負 債

Ⅱ　負 債 の 部

Ⅲ　正味財産の部

現 金 預 金
前 払 金
未 収 金
貯 蔵 品

基 本 財 産

特 定 資 産

その他の固定資産

無 形 固 定 資 産

預 り 金
未 払 金
未 払 法 人 税 等

退 職 給 付 引 当 金

指 定 正 味 財 産
一 般 正 味 財 産

流 動 資 産 合 計

退職給付引当預金
機器購入積立預金

基 本 財 産 合 計

特 定 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計
資 産 合 計

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計
負 債 合 計

正 味 財 産 合 計
負 債 ・ 正 味 財 産

△

１５

Ⅰ　貸 借 対 照 表 総 括 表

１７３，３１５，４４４
１２，１２２，２６１
４１，１３０，２４９
２，９８２，０６５

２２９，５５０，０１９

０
２５０，０００，０００
２５０，０００，０００

７４，９８５，２４５
６８，２６７，８１７
４，０００，０００

１４７，２５３，０６２

３２，１８０，７４８
１４４，２３３，４０２
８６３，７００
１５，５１０

０
１７７，２９３，３６０

２６，４８２，７５１
２６，４８２，７５１
６０１，０２９，１７３
８３０，５７９，１９２

５，６３３，０６４
７８，４３６，７３２
１２０，０００

８４，１８９，７９６

６３，７６５，１８５
６３，７６５，１８５
１４７，９５４，９８１

０
６８２，６２４，２１１
（２５０，０００，０００）
６８２，６２４，２１１
８３０，５７９，１９２

１１６，８５９，０６５
４，０２６，３２７

０
０

１２０，８８５，３９２

０
２５０，０００，０００
２５０，０００，０００

５１，９８５，２４５
２３，７９２，２２９
４，０００，０００
７９，７７７，４７４

７，６６１，３８３
３８，６４２，６３３
８６３，７００
１５，５１０

１３７，５１５，８５５
１８４，６９９，０８１

１７，２４６，２２９
１７，２４６，２２９
５３１，７２２，７８４
６５２，６０８，１７６

５，６３３，０６４
２９，７５４，５２３
５０，０００

３５，４３７，５８７

３４，３１１，７６５
３４，３１１，７６５
６９，７４９，３５２

０
５８２，８５８，８２４
（２５０，０００，０００）
５８２，８５８，８２４
６５２，６０８，１７６

５６，４５６，３７９
８，０９５，９３４
４１，１３０，２４９
２，９８２，０６５

１０８，６６４，６２７

０
０
０

２３，０００，０００
４４，４７５，５８８

０
６７，４７５，５８８

２４，５１９，３６５
１０５，５９０，７６９

０
０

１３７，５１５，８５５
７，４０５，７２１

９，２３６，５２２
９，２３６，５２２
６９，３０６，３８９
１７７，９７１，０１６

０
４８，６８２，２０９
７０，０００

４８，７５２，２０９

２９，４５３，４２０
２９，４５３，４２０
７８，２０５，６２９

０
９９，７６５，３８７
（　　　　　　　　　０）
９９，７６５，３８７
１７７，９７１，０１６

△

リサイクル預託金

定 期 預 金 基 本
普 通 預 金 基 本

５０周年記念積立預金

建 物 附 属 設 備
器 具 備 品
電 話 加 入 権

元 入 金

ソ フ ト ウ ェ ア



－－

科　　　　　　　目 増　　減前　年　度当　年　度

（単位：円）

退職給付引当預金
機器購入積立預金

（うち基本財産への充当額）

平成２３年３月３１日現在

貸 借 対 照 表（一 般 事 業）

Ⅰ　資 産 の 部

Ⅱ　負 債 の 部

Ⅲ　正味財産の部

　１．　流 動 資 産

　２．　固 定 資 産

　１．　流 動 負 債

　２．　固 定 負 債

現 金 預 金
前 払 金
未 収 金

基 本 財 産

特 定 資 産

その他の固定資産

無 形 固 定 資 産

預 り 金
未 払 金
未 払 法 人 税 等

退 職 給 付 引 当 金

指 定 正 味 財 産
一 般 正 味 財 産

普 通 預 金 基 本
定 期 預 金 基 本

建 物 附 属 設 備
器 具 備 品
電 話 加 入 権

元 入 金

ソ フ ト ウ ェ ア

流 動 資 産 合 計

基 本 財 産 合 計

特 定 資 産 合 計

その他の資産合計

無形固定資産合計
固 定 資 産 合 計
資 産 合 計

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計
負 債 合 計

正 味 財 産 合 計
負 債 ・ 正 味 財 産

５０周年記念積立預金
△

△

１６

リサイクル預託金

△

１１６，８５９，０６５
４，０２６，３２７

０
１２０，８８５，３９２

０
２５０，０００，０００
２５０，０００，０００

５１，９８５，２４５
２３，７９２，２２９
４，０００，０００
７９，７７７，４７４

７，６６１，３８３
３８，６４２，６３３
８６３，７００
１５，５１０

１３７，５１５，８５５
１８４，６９９，０８１

１７，２４６，２２９
１７，２４６，２２９
５３１，７２２，７８４
６５２，６０８，１７６

５，６３３，０６４
２９，７５４，５２３
５０，０００

３５，４３７，５８７

３４，３１１，７６５
３４，３１１，７６５
６９，７４９，３５２

０
５８２，８５８，８２４
（２５０，０００，０００）
５８２，８５８，８２４
６５２，６０８，１７６

１２９，８２５，００５
４，０２６，３２７

０
１３３，８５１，３３２

７０，０００，０００
１８０，０００，０００
２５０，０００，０００

５１，９８５，２４５
４２，５９５，０２９
４，０００，０００
９８，５８０，２７４

８，６０５，６２６
４１，３５８，５３９
８６３，７００

０
１０８，２６３，４３７
１５９，０９１，３０２

２，７０２，４２０
２，７０２，４２０

５１０，３７３，９９６
６４４，２２５，３２８

５，２２８，２７８
２８，７８１，４５２
５０，０００

３４，０５９，７３０

３０，５３０，４１２
３０，５３０，４１２
６４，５９０，１４２

０
５７９，６３５，１８６
（２５０，０００，０００）
５７９，６３５，１８６
６４４，２２５，３２８

１２，９６５，９４０
０
０

１２，９６５，９４０

７０，０００，０００
７０，０００，０００

０

０
１８，８０２，８００

０
　１８，８０２，８００

９４４，２４３
２，７１５，９０６

０
１５，５１０

２９，２５２，４１８
２５，６０７，７７９

１４，５４３，８０９
１４，５４３，８０９
２１，３４８，７８８
８，３８２，８４８

４０４，７８６
９７３，０７１

０
１，３７７，８５７

３，７８１，３５３
３，７８１，３５３
５，１５９，２１０

０
３，２２３，６３８

０
３，２２３，６３８
８，３８２，８４８

△

△

△

△



－－

科　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

（単位：円）

その他の資産合計

無形固定資産合計

（うち基本財産への充当額）

平成２３年３月３１日現在

貸 借 対 照 表（特 別 事 業）

Ⅰ　資 産 の 部

Ⅱ　負 債 の 部

Ⅲ　正味財産の部

　１．　流 動 資 産

　２．　固 定 資 産

　１．　流 動 負 債

　２．　固 定 負 債

現 金 預 金

前 払 金

未 収 金

貯 蔵 品

特 定 資 産

その他の固定資産

無 形 固 定 資 産

預 り 金

未 払 金

未 払 法 人 税 等

退 職 給 付 引 当 金

指 定 正 味 財 産

一 般 正 味 財 産

流 動 資 産 合 計

退職給付引当預金

機器購入積立預金

特 定 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産 合 計

負 債 ・ 正 味 財 産

△

△

△

１７

建 物 附 属 設 備

元 入 金

器 具 備 品

ソ フ ト ウ ェ ア

５６，４５６，３７９

８，０９５，９３４

４１，１３０，２４９

２，９８２，０６５

１０８，６６４，６２７

２３，０００，０００

４４，４７５，５８８

６７，４７５，５８８

２４，５１９，３６５

１０５，５９０，７６９

９，２３６，５２２

９，２３６，５２２

６９，３０６，３８９

１７７，９７１，０１６

０

４８，６８２，２０９

７０，０００

４８，７５２，２０９

２９，４５３，４２０

２９，４５３，４２０

７８，２０５，６２９

０

９９，７６５，３８７

（　　　　　　　　　　０）

９９，７６５，３８７

１７７，９７１，０１６

１１，３９４，５９８

８，９２３，９３４

５９，４１３，７１４

３，６７２，６７３

８３，４０４，９１９

２３，０００，０００

８０，８４０，３８８

１０３，８４０，３８８

１６，２１２，８１２

１１１，４８３，１５５

１９，４３２，５３０

６，３８０，９１９

６，３８０，９１９

１２９，６５３，８３７

２１３，０５８，７５６

０

１９，７５４，６１９

８，１５７，９００

２７，９１２，５１９

２７，３２０，３８３

２７，３２０，３８３

５５，２３２，９０２

０

１５７，８２５，８５４

１５７，８２５，８５４

２１３，０５８，７５６

４５，０６１，７８１

８２８，０００

１８，２８３，４６５

６９０，６０８

２５，２５９，７０８

０

８，３０６，５５３

２，８５５，６０３

２，８５５，６０３

０

２８，９２７，５９０

２０，８３９，６９０

２，１３３，０３７

２，１３３，０３７

２２，９７２，７２７

０

（　　　　　　　　　　０） （　　　　　　　　　　０）

△

△

△

△

△

△△

△

△

△

△

△

△

△

３６，３６４，８００

３６，３６４，８００

５，８９２，３８６

２９，２５２，４１８１０８，２６３，４３７１３７，５１５，８５５

２６，８３８，２５１７，４０５，７２１

６０，３４７，４４８

３５，０８７，７４０

８，０８７，９００

５８，０６０，４６７

５８，０６０，４６７

３５，０８７，７４０



－－

科　　　　　　　目 合　計　額 一般事業会計 特別事業会計

（単位：円）
平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．　経常増減の部

当期経常増減額

　２．　経常外増減の部

当期経常外増減額

税引前当期一般正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期一般正味財産増減

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

（１）経常収益

（２）経常費用

（１）経常外収益

（２）経常外費用

基本財産運用収入

運用財産運用収入

寄 付 金 収 入

ウェルネス事業収入

健 診 事 業 収 入

雑 収 入

事 業 費

固 定 資 産 売 却 益

固 定 資 産 除 却 損

経 常 収 益 計

体力研究事業費

研究助成事業費

ウェルネス事業費

管 理 費

健 診 事 業 費

経 常 外 収 益 計

経 常 外 費 用 計

経 常 費 用 計

△

１８

Ⅱ　正 味 財 産 増 減 計 算 書 総 括 表

固 定 資 産 売 却 額

２２５，０９６

１０９，７６０

２７６，０００，０００

７０９，９７１

６０１，４２２，７２１

３４７，０３０

８７８，８１４，５７８

１０６，０７７，２９３

１８，５５０，８７４

４８，６６７，６２４

１００，３４３，１０７

６５９，２６０，０８４

９３２，８９８，９８２

０

０

２６，９２２

６０５，５０３

６３２，４２５

１２０，０００

７３７，４６１，０４０

６８２，６２４，２１１

０

０

０

６８２，６２４，２１１

２２５，０９６

７４，３５７

２７６，０００，０００

７０９，９７１

０

３４７，０３０

２７７，３５６，４５４

１０６，０７７，２９３

１８，５５０，８７４

４８，６６７，６２４

１００，３４３，１０７

０

２７３，６３８，８９８

３，７１７，５５６

０

０

１６，２８７

４２７，６３１

４４３，９１８

３，２７３，６３８

５０，０００

３，２２３，６３８

５７９，６３５，１８６

５８２，８５８，８２４

０

０

０

５８２，８５８，８２４

０

３５，４０３

０

０

６０１，４２２，７２１

０

６０１，４５８，１２４

０

０

０

０

６５９，２６０，０８４

６５９，２６０，０８４

０

０

１０，６３５

１７７，８７２

１８８，５０７

７０，０００

１５７，８２５，８５４

９９，７６５，３８７

０

０

０

９９，７６５，３８７

△

△

△

△△

△

△

△５４，０８４，４０４ ５７，８０１，９６０

１８８，５０７４４３，９１８６３２，４２５

５７，９９０，４６７５４，７１６，８２９

５８，０６０，４６７５４，８３６，８２９



－－

正　味　財　産　増　減　計　算　書（一　般　事　業）

科　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．　経常増減の部

ウェルネス事業収入

ウェルネス事業費

当期経常増減額

　２．　経常外増減の部

当期経常外増減額

税引前当期一般正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期一般正味財産増減
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

（１）経常収益

（２）経常費用

（１）経常外収益

（２）経常外費用

基本財産運用収入

運用財産運用収入

寄 付 金 収 入

雑 収 入

事 業 費

管 理 費

固 定 資 産 売 却 益

固 定 資 産 除 却 損

経 常 収 益 計

体力研究事業費

研究助成事業費

管 理 費

経 常 外 収 益 計

経 常 外 費 用 計

事 業 費 計

管 理 費 計

経 常 費 用 計

△

平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

１９

固 定 資 産 売 却 額

２２５，０９６

７４，３５７

２７６，０００，０００

７０９，９７１

３４７，０３０

２７７，３５６，４５４

１０６，０７７，２９３

１８，５５０，８７４

４８，６６７，６２４

１７３，２９５，７９１

１００，３４３，１０７

１００，３４３，１０７

２７３，６３８，８９８

３，７１７，５５６

０

０

１６，２８７

４２７，６３１

４４３，９１８

３，２７３，６３８

５０，０００

３，２２３，６３８
５７９，６３５，１８６
５８２，８５８，８２４

０
０
０

５８２，８５８，８２４

５７１，９１８

８７，２７７

２７６，０００，０００

１，２４１，５７６

６９７，０３７

２７８，５９７，８０８

１０５，６０３，７１３

３２，４１８，２０２

５１，５１５，４８８

１８９，５３７，４０３

８７，２６１，５４３

８７，２６１，５４３

２７６，７９８，９４６

１，７９８，８６２

０

０

０

６６１，８８０

６６１，８８０

１，１３６，９８２

５０，０００

１，０８６，９８２
５７８，５４８，２０４
５７９，６３５，１８６

０
０
０

５７９，６３５，１８６

０

４７３，５８０

１３，０８１，５６４

１３，０８１，５６４

１，９１８，６９４

０

０

１６，２８７

２１７，９６２

２，１３６，６５６

０

２，１３６，６５６
１，０８６，９８２
３，２２３，６３８

０
０
０

３，２２３，６３８

△

△

△

△

△

△

△

△

△ △

△

△

３４６，８２２

１２，９２０

５３１，６０５

３５０，００７

１，２４１，３５４

１３，８６７，３２８

２，８４７，８６４

１６，２４１，６１２

３，１６０，０４８

２３４，２４９

２１７，９６２

６６１，８８０４４３，９１８



－－

科　　　　　目 金　　額 金　　額科　　　　　目

（単位：円）

２０

平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

事業費及び管理費明細書（一般事業）

Ⅰ　体力医学研究事業費

Ⅱ　研究助成事業費

１．　人 件 費

２．　研 究 費

１．　助 成 金

２．　事 務 費

役 職 員 給 料

法 定 福 利 費

旅 費 交 通 費

通 信 費

印 刷 費

備 品 消 耗 品 費

図 書 購 入 費

材 料 費

医 薬 品 費

研 究 調 査 費

研 究 諸 費

光 熱 水 費

賃 借 料

不 動 産 管 理 費

機器保守管理費

リ ー ス 料

減 価 償 却 費

そ の 他 費 用

研 究 助 成 金

論 文 集 刊 行 費

学 会 等 賛 助 金

事 務 費

Ⅲ　ウェルネス事業費

Ⅳ　管理費

退職給付引当金繰入額

事業費及び管理費合計

１．　人 件 費

２．　事 業 費

１．　人 件 費

２．　事 務 費

法 定 福 利 費

役 職 員 給 料

派 遣 経 費

法 定 福 利 費

役 職 員 給 料

減 価 償 却 費

そ の 他 費 用

租 税 公 課

システム関係費

備 品 消 耗 品 費

調 査 ・ 諸 謝 金

通 信 印 刷 費

光 熱 水 費

リ ー ス 料

不 動 産 管 理 費

賃 借 料

会 議 費

事 業 費 合 計

減 価 償 却 費

フィットネス費

備 品 消 耗 品 費

通 信 印 刷 費

不 動 産 管 理 費

光 熱 水 費

そ の 他 費 用

賃 借 料

福 利 厚 生 費

１０６，０７７，２９３

６７，２２９，８２７

５６，９８６，８３８

８，１２５，０７４

２，１１７，９１５

３８，８４７，４６６

１，３６８，５８６

１，４０９，６４７

１，１３４，８８８

１，４５９，２６３

２，２９４，７４９

２７０，５４８

２１３，５０１

６９０，３７４

２，５３７，１４２

１，６４７，５３４

１７，１３５，６４０

５，０４３，２６４

１，１０４，６１８

６１３，５５０

１，１６０，１７７

７６３，９８５

１８，５５０，８７４

１５，０００，０００

１５，０００，０００

３，５５０，８７４

１，９４３，５００

１，４０７，３７４

２００，０００

４８，６６７，６２４

２９，４９４，３８０

２５，４２７，８６２

３，３５１，０６４

７１５，４５４

１９，１７３，２４４

７２４，９５８

８，４７８，０４８

５，０１５，７６０

３０５，２７０

２１６，３３９

９００，９２７

２，４０２，３９０

１，１２９，５５２

１７３，２９５，７９１

１００，３４３，１０７

４７，６４３，００９

３４，２６４，９１５

４，６４９，３１７

１，４７６，８６０

３，４７０，５６４

３，７８１，３５３

５２，７００，０９８

１，４９８，２０２

９，６２４，４２４

５，８５１，７１６

１，０４６，３００

４１１，９１０

１，４２０，１８６

２，２４１，６４２

３９８，０９４

７，４６５，６６６

１２，３５０，１７５

６，１５０，３３９

４，２４１，４４４

２７３，６３８，８９８

福 利 厚 生 費
福 利 厚 生 費



－－

科　　　　　　　目 増　　減前　年　度当　年　度

（単位：円）
平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

正 味 財 産 増 減 計 算 書（特 別 事 業）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．　経常増減の部

当期経常増減額

　２．　経常外増減の部

当期経常外増減額

税引前当期一般正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期一般正味財産増減

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

（１）経常収益

（２）経常費用

（１）経常外収益

（２）経常外費用

運用財産運用収入

健 診 事 業 収 入

雑 収 入

事 業 費

固 定 資 産 売 却 益

固 定 資 産 除 却 損

経 常 外 収 益 計

経 常 外 費 用 計

経 常 収 益 計

健 診 事 業 費

事 業 費 計

経 常 費 用 計

△

２１

固 定 資 産 売 却 額

３５，４０３

６０１，４２２，７２１

０

６０１，４５８，１２４

６５９，２６０，０８４

６５９，２６０，０８４

６５９，２６０，０８４

０

０

１０，６３５

１７７，８７２

１８８，５０７

７０，０００

５８，０６０，４６７

１５７，８２５，８５４

９９，７６５，３８７

０

０

０

９９，７６５，３８７

４４，２２７

６４５，９９３，１２８

８，３１２，７０２

６５４，３５０，０５７

６３２，５４３，９１４

６３２，５４３，９１４

６３２，５４３，９１４

２１，８０６，１４３

０

０

０

５８，６１８

５８，６１８

２１，７４７，５２５

８，１５７，９００

１３，５８９，６２５

１４４，２３６，２２９

１５７，８２５，８５４

０

０

０

１５７，８２５，８５４

２６，７１６，１７０

２６，７１６，１７０

２６，７１６，１７０

０

０

１０，６３５

１１９，２５４

１２９，８８９

１３，５８９，６２５

０

０

０

△

△

△

△△

△

△

△

△△

△

△

△

△

８，８２４

４４，５７０，４０７

８，３１２，７０２

５２，８９１，９３３

７９，６０８，１０３５７，８０１，９６０

１８８，５０７ ５８，６１８ １２９，８８９

５７，９９０，４６７ ７９，７３７，９９２

８，０８７，９００

７１，６５０，０９２

５８，０６０，４６７

５８，０６０，４６７

△



－－

科　　　　　目 金　　額

（単位：円）
平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

事 業 費 明 細 書（特 別 事 業）

健 診 事 業 費

１．　人 件 費

２．　健 診 費

退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額

派 遣 経 費

法 定 福 利 費

役 職 員 給 料

機 器 保 守 契 約 費

そ の 他 費 用

租 税 公 課

減 価 償 却 費

シ ス テ ム 関 係 費

嘱 託 医 関 係 費

光 熱 水 費

不 動 産 管 理 費

賃 借 料

リ ー ス 料

研 究 助 成 費

業 務 開 拓 費

印 刷 費

通 信 費

修 繕 費

備 品 消 耗 品 費

材 料 費

医 薬 品 費

特 別 事 業 費 合 計

２２

福 利 厚 生 費

６５９，２６０，０８４

３５３，７３３，７０６

３０５，５３１，９３５

２６，３０７，７７６

７，６３３，１４３

１２，１２７，８１５

２，１３３，０３７

３０５，５２６，３７８

４５，２０９，１２４

１０，３４５，６３３

９，３９７，０２８

９，７４３，０８０

１６，３７６，２４２

１３，４３７，９５３

５，９９２，７４３

１４，８１３，１４５

１７，１５７，３１７

１１，０６６，１９８

５２，７９５，５０４

３０，９３０，４５７

７，１０１，２８５

５３８，２６８

１２，５８８，２４７

４０，０９６，９３１

２，６０５，８１０

５，３３１，４１３

６５９，２６０，０８４



－－

計　算　書　類　に　関　す　る　注　記

円

科　　　目 前期末残高 当期増加額

円

当期減少額

円

当期末残高

円

科 目 取得価額

円

減価償却累計額

円

当期末残高

円

円 円 円

１年以内 １年超 合　　計

１．この計算書類は「新公益法人会計基準」によって作成されております。

２．重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却の方法

（２）退職給付引当金の計上基準

自己都合による期末要支給額に基づいて計上しております。

（３）消費税等会計処理について

税抜き処理によっております。

（４）リース取引の処理方法

３．基本財産及び特定資産の増減額及び残高

基本財産の増減額及びその残高は、次のとおりであります。

引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

基本財産

特定資産

退職給付引当預金

機器購入積立預金

５０周年記念積立預金

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりであります。

普 通 預 金

定 期 預 金

小 計

小 計

合 計

建物附属設備

合 計

ソフトウェア

小 計

器 具 備 品

５．リース料

未経過リース料期末残高相当額 １３，７２９，８００ ２４，７５１，３４０ ３８，４８１，１４０

有形固定資産の減価償却の方法は定額法によっております。

２３

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取

７０，０００，０００

１８０，０００，０００

２５０，０００，０００

７４，９８５，２４５

１２３，４３５，４１７

４，０００，０００

２０２，４２０，６６２

４５２，４２０，６６２

７０，０００，０００

７０，０００，０００

０

０

０

０

７０，０００，０００

７０，０００，０００

０

７０，０００，０００

０

５５，１６７，６００

０

５５，１６７，６００

１２５，１６７，６００

０

２５０，０００，０００

２５０，０００，０００

７４，９８５，２４５

６８，２６７，８１７

４，０００，０００

１４７，２５３，０６２

３９７，２５３，０６２

４６，１９４，８１７

３７５，３１８，１４５

４２１，５１２，９６２

３７，６３８，２５５

４５９，１５１，２１７

１４，０１４，０６９

２３１，０８４，７４３

２４５，０９８，８１２

２４５，０９８，８１２

３２，１８０，７４８

１４４，２３３，４０２

１７６，４１４，１５０

２６，４８２，７５１

２０２，８９６，９０１



－－

科　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　額

（単位：円）

Ⅰ　資 産 の 部

Ⅱ　負 債 の 部

１．　流 動 資 産

２．　固 定 資 産

１．　流 動 負 債

２．　固 定 負 債

現 金 預 金

未 収 金

前 払 金
貯 蔵 品

流 動 資 産 合 計

基 本 財 産 合 計

無形固定資産合計
固 定 資 産 合 計
資 産 合 計

未 払 法 人 税 等

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計
負 債 合 計
正 味 財 産

現 金
普 通 預 金

健 診 料

材 料
医 薬 品

定 期 預 金

ソ フ ト ウ ェ ア

退職給付引当金

未払金（健診事業費等）

預り金（所得税住民税等）

（１）基 本 財 産

（４）無 形 固 定 資 産

平成２３年３月３１日現在

２４

Ⅲ　財 産 目 録

退職給付引当預金
機器購入積立預金
５０周年記念積立預金
特 定 資 産 合 計

（３）その他の固定資産

その他の固定資産合計
リサイクル預託金

建 物 附 属 設 備
器 具 備 品
電 話 加 入 権

（２）特 定 資 産

８９１，４０４
１７２，４２４，０４０

４１，１３０，２４９
１２，１２２，２６１

７６３，０２２
２，２１９，０４３

２５０，０００，０００
２５０，０００，０００

７４，９８５，２４５
６８，２６７，８１７
４，０００，０００

１４７，２５３，０６２

３２，１８０，７４８
１４４，２３３，４０２
８６３，７００
１５，５１０

１７７，２９３，３６０

２６，４８２，７５１
２６，４８２，７５１

７８，４３６，７３２
１２０，０００

５，６３３，０６４

６３，７６５，１８５

２２９，５５０，０１９

６０１，０２９，１７３

８４，１８９，７９６

６３，７６５，１８５

８３０，５７９，１９２

１４７，９５４，９８１
６８２，６２４，２１１



－－

以上のとおり相違ありません。

以上調査の結果、法令および寄付行為にもとづき正確であることを認めます。

財団法人　明治安田厚生事業団

理 事 長 米　田　克　巳 理　　事　　宮　坂　信　之

理　　事　　加賀谷　淳　子

理 事 馬 詰 良 樹

理 事 貴 島 政 邑

監　　事　　冨　林　和　雄

栗　原　　　敏理 事

理 事 香 川 芳 子

芝　山　秀太郎理 事

理 事 佐　藤　安　弘

理　　事　　蔵　本　博　行

理　　事　　高　井　邦　美

理　　事　　福　島　幸　彦

平成２３年６月１０日

平成２３年６月１０日

２５

監　　事　　永　田　　　誠



－－

川上公認会計士事務所

公認会計士

独立監査人の監査報告書

財団法人　明治安田厚生事業団

理事長　米　田　克　巳　殿

白子公認会計士事務所

公認会計士

記
Ⅰ　財務諸表
　１．一般事業会計の貸借対照表及び正味財産増減計算書
　２．特別事業会計の貸借対照表及び正味財産増減計算書
　３．貸借対照表総括表
　４．正味財産増減計算書総括表
　５．財産目録
Ⅱ　収支計算書
　１．一般事業会計の収支計算書
　２．特別事業会計の収支計算書
　３．収支計算書総括表
　この財務諸表等の作成責任は理事者にあり、私たちの責任は独立の立場から財務諸表等に対
する意見を表明することにある。
　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。
監査の基準は、私たちに財務諸表等に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得る

用方法並びに理事者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表等の表示を検
討することを含んでいる。私たちは、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得た
と判断している。
　監査の結果、私たちの意見は次のとおりである。
　　財務諸表は、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠して、（１）

財産増減の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
　　収支計算書は、「公益法人会計における内部管理事項について」（平成１７年３月２３日公益法（２）
人等の指導監督等に関する関係省庁連絡会議幹事会申合せ）に従って、財団法人明治安田厚

のと認める。
　　財団法人明治安田厚生事業団と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき

以　上

ことを求めている。監査は、試査を基礎として行われ、理事者が採用した会計方針及びその適

行った。

利害関係はない。

平成２３年４月２２日

　私たちは、財団法人明治安田厚生事業団の平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの第
４９期事業年度の下記の財務諸表及び収支計算書（以下「財務諸表等」という。）について監査を

財団法人明治安田厚生事業団の第４９期事業年度末日現在の財政状態並びに同事業年度の正味

生事業団の第４９期事業年度の収支の状況をすべての重要な点において適正に表示しているも

２６



－ －

平成２３年度経営計画

２．健診事業

４．研究助成事業

２７

Ⅰ　基本方針

１．体力医学研究事業

３．ウェルネス事業

　運動を活用したメンタルヘルスの維持改善を図るために、運動の効果に関わる要因や仕組

みを検討する基礎研究、ならびにライフステージに応じた身体活動や運動の効用を検討する

実践研究を推進し、学術書の作成ならびに論文化を目指す。また、学術室と連携し、健診デ

ータを活用した研究体制の確立を図る。さらに、講演や講義などの実施を通して研究成果を

広く一般の健康づくりに役立つ普及啓発活動を行う。加えて、東日本大震災の被災者に対す

るメンタルヘルスケアのための運動プログラムを作成し、支援活動を実施する。

　健診事業では、これまで健診は午前中のみ実施してきたが、人間ドックの質の向上と人間

ドック以外の健診コースの効率化を図り、さらに住民健診を推進するため「午後健診」を新

設する計画。また、診断精度をより高めるために最新の検体検査方法を導入予定。さらに健

診センター内に学術室を開設し、これまで以上に健診データの活用を推進し、体力医学研究

事業ならびにウェルネス事業と連携した健康増進のための調査・研究・健康づくりサービス

を充実させる計画。加えて、東日本大震災の被災者に対するまごころ健診（無料）を東京都、

新宿区等と連携して実施する。

　健康医科学研究助成の継続実施により、健康科学分野に関わる若手の研究者を支援する。

また、助成金運営規程の策定、選考基準の明文化、および歴代受贈者における研究動向を確

認する。

　広く一般の健康増進に寄与するため、体力医学研究事業、健診事業、ウェルネス事業を三位

一体で推進する態勢を強化するとともに、研究助成事業を継続実施するほか、公益活動の一環

として東日本大震災の被災者支援を行う。

　また、平成２３年度中に公益法人への移行を目指す。

　ウェルネス事業では、ウェルネス開発室が科学的な健康づくりサービスを開発・提供し、

その成果を広く紹介・活用することによって、健康増進活動を推進する。特に、健診結果に

応じたプライマリ健康づくり支援としての健康支援室から始める一連の健康づくりプログラ

ムを整備し、健診結果の改善効果を検証する。さらに、学術室と連携し、社会のニーズに応

える新しい健康づくりプログラムを検討する。加えて、東日本大震災の被災者に対する健康

保持を目的とする運動メニューを作成し、実技指導を実施する。



－－２８

Ⅱ　実行計画

〔体力医学研究事業〕

１．コアスタディ「運動を活用した心身の健康増進に関する研究」

ア．基礎研究：メンタルヘルス改善に及ぼす運動の要因および仕組みの検討

イ．　実践研究：ライフスステージに応じた運動の有効性の検討

ウ．学術書の作成

エ．学術室との連携

オ．コアスタディデータを活用した東日本大震災被災者の支援

ア・姿勢制御機構

ウ．親子の運動習慣

エ．住民ボランティア活動の効用

ア．高齢者の軽症うつ病と運動

イ．高齢者の身体活動や外出に関わる環境要因

３．外部機関との共同研究

２．研究室研究

イ．　ストレスの客観評価

〔健診事業〕

１．健診受診者対策

ア．人間ドックの質の向上と人間ドック以外の健診コースの効率化

イ．住民健診を推進するため「午後健診」の新設

ウ．時間定員制を継続し、スムーズで気持ちよいサービスの提供

エ．ウェルネス開発室と連携した健康づくりサービスの提供

オ．東京都、新宿区等と連携した東日本大震災被災者の無料健康診断の受入

イ．診断精度をより高めるための最新の検体検査方法の導入

ウ．オプション検査の新設（動脈硬化・婦人科関係など）

エ．社外研修制度の積極活用による健診技術・精度の向上

イ．予約代行会社の健診コースに即した態勢の整備

ウ．インターネット、モバイルを含めた予約方法の簡便化

２．受診クオリティ向上対策

３．収支均衡化対策

ア．学術室による、健診データを活用した研究から得られた成果等の健診受診者へのフィー

ドバック

ア．新規健康保険組合の開拓、低稼働大型健康保険組合の活性化、新宿地区の既契約総合健

康保険組合傘下事業所への新規勧奨



－－２９

〔ウェルネス事業〕

１．「健康支援室」から始まる一連の健康づくりプログラムの整備
ア．健康支援プログラム

イ．運動健診プログラム

ウ．運動実践プログラム

２．学術室との連携
ア．学術室との連携による、新しいプログラムの開発
・メンタルヘルスに効果的な運動メニューの開発
・健診受診者の個々人に応じた健康プログラムの検討

ア．ホームページの活用
・プログラムの紹介、募集、成果を掲載
イ．専門的、学術的活動
・学会等で開発した成果の報告
・講習会等での専門的能力の向上
ウ．自治体・企業・団体での健康啓蒙
・行政や企業、団体への保健事業支援
・セミナーや講演会等への講師派遣

ア．被災者の健康保持を目的とした運動メニューの開発
イ．健診受診後や避難所における実技指導実施

３．健康づくりプログラムの積極的な広報

４．被災者に対する健康支援

・「健康支援室」の改善実施
・「生活チェック」の改善実施
・「生活改善サポート」の改善実施

・「運動健診」受診者増加対策
・「生活改善健診」の継続
・「血管フィットネス」の検討

・「ＭＹヘルスプログラム」「ヘルスアップMYレージ」の発展
・「血管の健康づくり」の新設

・選考委員会　　平成２３年１２月

イ．歴代受贈者の現在の研究動向の確認
ア．研究助成運営規程の策定、選考基準の明文化

イ．研究助成論文優秀賞の選定
ア．第２７回健康医科学研究助成論文集の発行　平成２４年３月

・公募期間　　　平成２３年６月～１０月
・１件１００万円程度を助成（総額１，５００万円）

ア．若手研究者による健康医科学研究を支援するための助成
１．健康医科学研究助成の実施

イ．実施要綱

３．研究助成制度の整備

２．論文集の発行

〔研究助成事業〕



－－

科　　　　　　　目 計 一般事業 特別事業

（単位：千円）

平成２３年度収支予算書

平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで

収 支 予 算 書 総 括 表

Ⅰ　事業活動収支の部

　１．　事業活動収入

　２．　事業活動支出

Ⅱ　投資活動収支の部

　１．　投資活動収入

　２．　投資活動支出

Ⅲ　財務活動収支の部

　１．　財務活動収入

　２．　財務活動支出

Ⅳ　予備費支出

財 産 運 用 収 入

寄 付 金 収 入

健 診 事 業 収 入

そ の 他 の 収 入

研 究 事 業 費

研 究 助 成 事 業 費

ウェルネス事業費

管 理 費

健 診 事 業 費

事業活動収支差額

事 業 活 動 収 入 計

事 業 活 動 支 出 計

積立預金取崩収入

固定資産購入支出

特 定 預 金 支 出

投資活動収支差額

財務活動収支差額

投 資 活 動 収 入 計

投 資 活 動 支 出 計

財 務 活 動 収 入 計

財 務 活 動 支 出 計

予 備 費

当 期 収 支 差 額

ウェルネス事業収入

３０

７００

２７６，０００

７００

６２０，０００

１，０００

８９８，４００

１０７，７７２

３２，３８０

４８，４４８

８８，６３５

６２０，４８７

８９７，７２２

６７８

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４５０

２２８

６００

２７６，０００

７００

０

６００

２７７，９００

１０７，７７２

３２，３８０

４８，４４８

８８，６３５

０

２７７，２３５

６６５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４５０

２１５

１００

０

０

６２０，０００

４００

６２０，５００

０

０

０

０

６２０，４８７

６２０，４８７

１３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１３



－ －

科　　　　　　　目 増　減　額前年度予算額予　算　額

（単位：千円）

備　　　考

平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで

収 支 予 算 書（一 般 事 業）

Ⅰ　事業活動収支の部

　１．　事業活動収入

　２．　事業活動支出

Ⅱ　投資活動収支の部

　１．　投資活動収入

　２．　投資活動支出

Ⅲ　財務活動収支の部

　１．　財務活動収入

　２．　財務活動支出

Ⅳ　予備費支出

財 産 運 用 収 入

寄 付 金 収 入

そ の 他 の 収 入

研 究 事 業 費

研 究 助 成 事 業 費

ウェルネス事業費

事業活動収支差額

積立預金取崩収入

固定資産購入支出

特 定 預 金 支 出

投資活動収支差額

財務活動収支差額

予 備 費

当 期 収 支 差 額

事 業 活 動 収 入 計

事 業 費 支 出 計

管 理 費 支 出 計

事 業 活 動 支 出 計

投 資 活 動 収 入 計

投 資 活 動 支 出 計

財 務 活 動 収 入 計

財 務 活 動 支 出 計

△

３１

ウェルネス事業収入

６００

２７６，０００

７００

６００

２７７，９００

１０７，７７２

３２，３８０

４８，４４８

（　　　１８８，６００）

８８，６３５

２７７，２３５

６６５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４５０

２１５

１，２２８

２７６，０００

４，３４５

４６４

２８２，０３７

１０６，２６７

３２，０００

４７，８６３

（　　　１８６，１３０）

９９，０８４

２８５，２１４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

５，０００

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

８，３９２

△

△

△

△

△

△

△

６２８

０

３，６４５

１３６

４，１３７

１，５０５

３８０

５８５

（　　　　　２，４７０）

１０，４４９

７，９７９

３，１７７ ３，８４２

４，５５０

８，１７７



－－

科　　　　　目 金　　額 金　　額科　　　　　目

（単位：千円）

事業費予算及び管理費予算明細書（一般事業）

平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで

Ⅰ　体力医学研究事業費

　１．　人 件 費

　２．　研 究 費

Ⅱ　研究助成事業費

　１．　助 成 金

　２．　事 務 費

　３．　寄 付 金

役 職 員 給 料

法 定 福 利 費

旅 費 交 通 費

通 信 費

備 品 消 耗 品 費

図 書 購 入 費

印 刷 費

機器保守管理費

光 熱 水 費

賃 借 料

不 動 産 管 理 費

研 究 調 査 費

研 究 諸 費

そ の 他 費 用

研 究 助 成 金

論 文 集 刊 行 費

事 務 費

学 会 等 賛 助 金

指 定 寄 付 金

Ⅲ　ウェルネス事業費

事業費及び管理費合計

　１．　人 件 費

　２．　事 業 費

Ⅳ　管 理 費

　１．　人 件 費

　２．　事 務 費

法 定 福 利 費

役 職 員 給 料

そ の 他 費 用

フィットネス費

派 遣 経 費

法 定 福 利 費

役 職 員 給 料

そ の 他 費 用

減 価 償 却 費

システム関係費

備 品 消 耗 品 費

調 査 ・ 諸 謝 金

通 信 印 刷 費

リ ー ス 料

光 熱 水 費

不 動 産 管 理 費

賃 借 料

会 議 費

事 業 費 合 計

３２

賃 借 料

不 動 産 管 理 費

光 熱 水 費

開 発 調 査 費

減 価 償 却 費

リ ー ス 料

リ ー ス 料

減 価 償 却 費
福 利 厚 生 費

租 税 公 課

１０７，７７２

７０，５８１

６０，２４６

８，１５３

２，１８２

３７，１９１

１，２２０

１，５００

１，４００

２，０００

１，１４６

１，０５０

１，８３５

１７，１３６

４，９８０

８４０

２，０００

３０６

９４６

８３２

３２，３８０

１５，０００

１５，０００

５，３８０

２，１００

３，１８０

１００

１２，０００

１２，０００

４８，４４８

２８，５５１

２４，５３０

３，３００

７２１

１９，８９７

８，４７８

５，０１６

７４０

１，１２３

９００

２５０

２，３４８

１，０４２

１８８，６００

８８，６３５

３７，９６４

２８，７６４

４，５００

１，２２０

３，４８０

５０，６７１

１，４５０

９，６２４

５，８５２

４２０

８００

１，４００

２，１９０

５００

７，２４２

７，９９３

５，７００

７，５００

２７７，２３５

福 利 厚 生 費 福 利 厚 生 費



－ －

科　　　　　　　目

債　務　負　担　額

年　　　　　　　度

増　減　額前年度予算額予　算　額 備　　　考

（単位：千円）

（単位：千円）

平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで

収 支 予 算 書（特 別 事 業）

Ⅰ　事業活動収支の部
　１．　事業活動収入

　２．　事業活動支出

Ⅱ　投資活動収支の部
　１．　投資活動収入

　２．　投資活動支出

Ⅲ　財務活動収支の部
　１．　財務活動収入

　２．　財務活動支出

Ⅳ　予備費支出

事 業 活 動 収 入 計

事 業 活 動 支 出 計

投 資 活 動 収 入 計

投 資 活 動 支 出 計

財 務 活 動 収 入 計

財 務 活 動 支 出 計

健 診 事 業 収 入
そ の 他 の 収 入

財 産 運 用 収 入

事業活動収支差額

積立預金取崩収入

固定資産購入支出
特 定 預 金 支 出

投資活動収支差額

財務活動収支差額

予 備 費
当 期 収 支 差 額

△

機器等リース支払額合計

機器等リース残高額合計

平成２３年度

１３，７２９

２６，６４９

平成２４年度

１２，９１６

１５，２７８

平成２５年度

１１，２９６

６，４４４

３３

１００
６２０，０００
４００

６２０，５００
６２０，４８７
６２０，４８７

１３

０
０

０
０
０
０

０
０

０
０

０
１３

１８０
６０５，０００

０
６０５，１８０
５９３，５４０
５９３，５４０
１１，６４０

０
０

０
０
０
０

０
０
０
０
０

３，４６３
８，１７７

８０
１５，０００
４００

１５，３２０
２６，９４７
２６，９４７
１１，６２７

０
０

０
０
０
０

０
０
０
０
０

３，４６３
８，１６４

△

△
△



－

科　　　　　目 金　　額

－

（単位：千円）
平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで

事業費予算明細書（特別事業）

１．　人 件 費

２．　健 診 費

派 遣 経 費

法 定 福 利 費

役 職 員 給 料

特 別 事 業 費 合 計

そ の 他 費 用

減 価 償 却 費

シ ス テ ム 関 係 費

光 熱 水 費

不 動 産 管 理 費

賃 借 料

リ ー ス 料

研 究 助 成 費

業 務 開 拓 費

通 信 費

印 刷 費

機 器 保 守 契 約 費

修 繕 費

備 品 消 耗 品 費

材 料 費

医 薬 品 費

３４

福 利 厚 生 費

租 税 公 課

３４８，３１４

３０１，２７６

２６，７５０

７，４８８

１２，８００

２７２，１７３

３７，９００

１１，０００

８，０００

１０，０００

１４，６３６

５，０００

１２，４３２

７，３００

５，３００

１１，０００

５３，２６８

３０，９３０

７，３４７

１，７７１

１１，０００

４０，０００

５，２８９

６２０，４８７

６２０，４８７健 診 事 業 費



－ －

役 員 名 簿

理　　事　　栗　原　　　敏　　学校法人慈恵大学理事長・東京慈恵会医科大学学長

理　　事　　香　川　芳　子　　女子栄養大学学長

理　　事　　蔵　本　博　行　　北里大学名誉教授

理　　事　　宮　坂　信　之　　東京医科歯科大学教授・医学部附属病院長

理　　事　　加賀谷　淳　子　　日本女子体育大学名誉教授

理　事　長　　米　田　克　巳

理　　事　　佐　藤　安　弘　　キリンホールディングス株式会社名誉相談役

理　　事　　芝　山　秀太郎　　鹿屋体育大学名誉教授

（平成２３年６月１０日現在）

理　　事　　高　井　邦　美

理　　事　　福　島　幸　彦

３５

理　　事　　馬　詰　良　樹　　東京慈恵会医科大学名誉教授

理　　事　　貴　島　政　邑　　

監　　事　　冨　林　和　雄　　明治安田生命保険相互会社関連事業部長

監　　事　　永　田　　　誠　　明治安田生命保険相互会社監査委員会事務局審議役



－ －

評 議 員 名 簿

三　好　裕　司　　　　　明治安田生命健康保険組合東京診療所長

上　坊　敏　子　　　　　

江　橋　　　博　　　　　東亜大学大学院教授

大　島　雄　次　　　　　明治安田生命保険相互会社特別顧問

波　多　健治郎　　　　　明治安田生命保険相互会社特別顧問

下　門　顯太郎　　　　　東京医科歯科大学大学院教授

浅　見　高　明　　　　　筑波大学名誉教授

内　田　　　賢　　　　　東京慈恵会医科大学教授

（平成２３年６月１０日現在）

仲　村　英　一　　　　　元結核予防会理事長

柴　田　　　博　　　　　人間総合科学大学保健医療学部学部長・大学院教授

菅　原　弘　子　　　　　福祉自治体ユニット事務局長

社会保険相模野病院婦人科腫瘍センター長

３６



挟
み
込
み
用

理　　事　　香　川　芳　子　　女子栄養大学学長

理　　事　　宮　坂　信　之　　東京医科歯科大学教授・医学部附属病院長

理　　事　　蔵　本　博　行　　北里大学名誉教授

理　　事　　加賀谷　淳　子　　日本女子体育大学名誉教授

理　　事　　佐　藤　安　弘　　キリンホールディングス株式会社名誉相談役

理　　事　　芝　山　秀太郎　　鹿屋体育大学名誉教授

平 成２３年 度 役 員 名 簿

監　　事　　冨　林　和　雄　　明治安田生命保険相互会社関連事業部長

監　　事　　永　田　　　誠　　明治安田生命保険相互会社監査委員会事務局審議役

理　事　長　　米　田　克　巳

理　　事　　栗　原　　　敏　　学校法人慈恵大学理事長・東京慈恵会医科大学学長

理　　事　　馬　詰　良　樹　　東京慈恵会医科大学名誉教授

理　　事　　貴　島　政　邑　　

理　　事　　須　山　靖　男

理　　事　　福　島　幸　彦　　



挟
み
込
み
用

浅　見　高　明　　　　　筑波大学名誉教授

下　門　顯太郎　　　　　東京医科歯科大学大学院教授

波　多　健治郎　　　　　明治安田生命保険相互会社特別顧問

大　島　雄　次　　　　　明治安田生命保険相互会社特別顧問

江　橋　　　博　　　　　東亜大学大学院教授

三　好　裕　司　　　　　明治安田生命健康保険組合東京診療所長

内　田　　　賢　　　　　東京慈恵会医科大学教授

平 成２３年 度 評 議 員 名 簿

仲　村　英　一　　　　　元結核予防会理事長

柴　田　　　博　　　　　人間総合科学大学保健医療学部学部長・大学院教授

菅　原　弘　子　　　　　福祉自治体ユニット事務局長

上　坊　敏　子　　　　　社会保険相模野病院婦人科腫瘍センター長


